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思考・判断・表現

知識・技能(技術)

a：農業実習を通して、各専攻班での協力性・
協調性を図るとともに、自らが農業作業につい
て考え、行動できる。
意見発表において積極的に発表、参加し、産
業に関する知識を身に付けることができる。
b：播種や育苗管理、さらには農業機械安全教
育を通して農業の基礎的な栽培技術を身につ
けている。
ｃ：農作業実習において興味関心をもち、実習
に積極的に参加している。

・農業クラブ
・実習手帳
・授業レポート
・実践活動〇 〇 〇

〇 〇

評価の観点
学期 単元の評価規準
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主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能(技術)

主体的に学習に取り組む態度

知識・技能(技術)

0%

副教材

３学年・Ｂ科

○農業各分野の実験・実習など、実際的・体験的な学習を通して、各分野の体系化,総合化された知識と技術を習得します。
○経営や管理の改善に必要な企画力管理能力やコミュニケ－ション能力など実践的な能力と態度の育成を図ります。

学習
目標

2 学年・学科

令和６年度 年間指導計画

評 価 の 観 点

農業実習を通して、観察・調査の過程で成長の原理を理解してい
る。
農業実習を通して、役割を体験的に理解し、農業各分野の生産・加
工・利用などに関する実際的な技術を習得している。

生徒自らが発見し、分析し、工夫したり、協力したり、さらには農業
各分野における自らの職業生活について考えることができる。

農業実習を通して専門的な栽培技術を学習し、農業に関する高い
興味・関心を持っている。

思考・判断・表現

知識・技能
（専門教科は知識・技術）

ａ

ｂ

ｃ
主体的に学習に取り組
む態度

評価の観点の趣旨

後
期
中
間

前
期
末

前
期
中
間

岩手県立盛岡農業高等学校

教　科 農業 科　目 総合実習

学習
方法

○学校内の圃場を活用し、作物・野菜・果樹・草花といった各分野における栽培から収穫までの農業基礎を学びます。
○実習内で収穫された農産物を販売し、経営や管理を学びます。
○農業器具を活用し、その使い方や活用法を学びます。

教科書

思考・判断・表現

学 習 内 容
（小単元）

前
期
中
間

〇

〇 〇 〇

○農薬使用法
○生育と管理
○生産物収穫管理
〇全国大会準備取組
○ＦＦＪ検定

○生産物販売実践
○収穫感謝祭
〇全国大会取組

○収穫調整と環境整備
○農業クラブ総会
　（後期)
○プロジェクト発表
○環境整備

・栽培圃場、温室の夏場の生育管
理について学びます。
　（灌水方法など）

〇 〇 〇

〇 〇

・機械、温室等の整備について学び
ます。

〇 〇 〇

○校内意見発表会
○農業クラブ総会
　（前期）
○年間計画の作成
○育苗と管理
○農業機械安全教育
〇農業鑑定競技

・播種について学びます。

・育苗管理について学びます。

・品種選択利用による栽培につい
て、実習を通じて学びます。

・受粉管理、摘果を実践して学びま
す。

・各種農業機械、農業設備の使
用について安全な操作法を学び
ます。

a：農業実習を通して、各専攻班での協力性・
協調性を図るとともに、自らが農業作業につい
て考え、行動できる。
b：農薬の使用法や生育管理、生産物収穫管
理を通して農業の基礎的な栽培技術を身につ
けている。
ｃ：農作業実習において興味関心をもち、実習
に積極的に参加している。

・農業クラブ
・実習手帳
・授業レポート
・実践活動

・薬剤散布について学びます。

・部門別栽培技術について学びま
す。

〇 〇 〇

・収穫適期に、班別に管理実習を行
います。

〇 〇 〇 a：農業実習を通して、各専攻班での協力性・
協調性を図るとともに、自らが農業作業につい
て考え、行動できる。
生産物販売において積極的に参加することが
できる。また、１２月に行われる日本農業技術
検定の勉強として各専攻班のローテーションで
勉強会を行い、知識を身に付けます。
b：収穫管理、病害虫の障害防除方法などの
農業の基礎的な栽培技術を身につける。
ｃ：農作業実習において興味関心をもち、実習
に積極的に参加している。

・農業クラブ
・実習手帳
・授業レポート
・実践活動・出荷、販売管理について、実習を

通じて学びます。
〇 〇 〇

・秋耕起について学びます。

・花による装飾について、実習を通
じて学びます。

〇 〇 〇

・病害虫、生理障害について学
びます。

〇

a：農業実習を通して、各専攻班での協力性・協
調性を図るとともに、自らが農業作業について考
え、行動できる。プロジェクト発表会において積
極的に参加し、知識を身に付けることができる。
b：収穫調整および春からの農業の準備作業を
通して農業の基礎的な栽培技術を身につけてい
る。
ｃ：農作業実習において興味関心をもち、実習に
積極的に参加している。

・農業クラブ
・実習手帳
・授業レポート
・実践活動・学科内のプロジェクト発表会を行

います。
〇 〇 〇

・整理整頓を心がけ、春作業の準備
を行います。

〇 〇 〇


